
『がんは代謝疾患である！？』
がんの本質とは？
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がんを代謝疾患として見たとき、その本質が見え新たな治療法が創生される。
この視点から見ると、大きく５つほどのポイントが重要になる。
１）NHE, ２）低糖化指数、３）ＩＧＦ－１食品を避ける、４）脂肪酸合成酵素を止める、
５）炎症（ＮＦｋＢ）を抑える ことが大切である。


